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一
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七
七
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以
前
出
上
の
木
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（
一
三
）

奈
良
・
飛
鳥
京
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
飛
£
小
字
金
屋

調
査
期
間
　
　
第
二
八
次
調
査
　
一
九
七

一
年

（昭
４６
）
四
月
ぞ

一
九
七

二
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

調
査
担
当
者
　
藤
井
利
章
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
不
明

（飛

驀
寺
お
よ

び
宮
殿
関

連
遺
構
か
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一ハ
世
紀
末

を
八
世
紀

初

期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

借
　
　
の
概
要

調
査
地
は
飛
鳥
寺
の
東
南
約

一
五
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
で
、
飛
蔦
寺
か
ら
岡
の
天
理
教
教
会
に
至
る
県
道
に
近
接

す
る
。

「評
」
と
記
す
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。　
発
掘
調
査
の
結
果
、
掘
立
柱

建
物
、
石
溝
、
敷
石
遺
構
、
石
垣
遺
構
、
木
製
樋
管
な
ど
を
検
出
し
た
が
、
遺

構
の
状
況
は
複
雑
で
あ
る
。
上
層
か
ら
掘
立
柱
建
物
、
中
層
で
は
石
溝
、
中
層第 28次発掘調査検出遺格配置図



①
と
③
の
形
状
は
と
も
に
長
方
形
で
上

・
下
端
が
折
損
し
、
か
つ
半
祓
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
形
状
が
類
似
す
る
と
と
も
に
、
記
載
形
式
も
評
名
と
人

名
を
記
し
て
い
て
共
通
す
る
。
歴
名
の
文
書
木
簡
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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破
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久
米
評
鴨
マ

x

を
行
な
い
、
釈
文
を
確
定
し
た
。

口

と
下
層
の
間
に
木
製
樋
管
、
下
層
か
ら
は
敷
石
遺
構

・
石
垣
遣
構
が
検
出
さ
れ

た
。
最
下
層
か
ら
は
飛
鳥
寺
形
式
の
素
弁
丸
瓦
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま

た
出
土
し
た
土
師
器
や
須
恵
器
の
年
代
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
六
世
紀
末
か

ら
八
世
紀
初
頭
ご
ろ
ま
で
と
判
断
さ
れ
た
。
木
製
樋
管

(
R
W
七
一
七

0
)
は
石

垣
遺
構
の
一
部
を
破
壊
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、

N
1
7
度
E
の
方
位
に
あ
る
。

上
下
二
枚
合
せ
で
両
肩
部
を
面
取
り
し
て
い
て
、
断
面
は
六
角
形
を
呈
す
る
。

内
部
は
円
形
に
刹
り
抜
か
れ
て
い
て
、
内
径
は
約
二
五
Cm
゜
樋
管
一
本
の
長
さ

は
約
五

・
五
m
、
最
大
幅
四
五

cm
で
、
長
さ
約
八

m
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
木

簡
①
は
木
製
樋
管
の
上
の
方
か
ら
、
③
は
掘
立
柱
建
物

(
S
B
七
一
四
1
1
)

の
西

南
隅
の
柱
の
掘
形
内
か
ら
出
土
し
た
。
①
③
と
も
に
、
今
回
、
改
め
て
再
調
査

木
簡
の
釈
文

・
内
容
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七
一
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）

（
和
田
幸
）

『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
久
米
郡
は
伯
者

・
美
作

・
伊
予
国
に
み
え
、
不
破

郡
は
美
濃
国
に
の
み
み
え
る
。
大
宝
二
年
の
御
野
国
戸
籍
に
よ
れ
ば
、
加
毛
郡

半
布
里
に
秦
人

・
秦
人
部

・
不
破
勝
族
、
山
方
郡
三
井
田
里
や
本
簑
郡
栗
栖
太

奈
良
県
教
育
委
員
会
『
飛
鳥
京
跡
ー
昭
和
四
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
(
-
九

9

関
係
文
献

里
に
秦
人
部
の
分
布
す
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
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